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巻 頭 言

那須塩原市長

渡辺 美知太郎

那
須
塩
原
市
は
、
首
都
圏
か
ら
約
１
５
０

㎞
の
栃
木
県
北
部
に
位
置
し
、
広
大
な
那
須

野
が
原
の
北
西
一
帯
を
占
め
て
い
ま
す
。
山

岳
部
に
は
塩
原
温
泉
郷
、
板
室
温
泉
、
そ
し

て
三
斗
小
屋
温
泉
の
温
泉
地
を
有
し
、
箒
川

沿
い
の
塩
原
渓
谷
や
沼
ッ
原
湿
原
で
は
、
初

夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の
多

彩
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
酪
農
が
盛
ん
で
生
乳
の
産

出
額
は
全
国
第
4
位
を
誇
り
ま
す
。
他
に
も

「
那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
」
を
は
じ
め
、
特
色
あ

る
農
林
水
産
品
や
特
産
品
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
に
恵
ま
れ
た
本
市

は
、
農
業
、
観
光
業
、
商
業
、
工
業
な
ど
多

彩
な
産
業
が
展
開
さ
れ
、
人
や
物
が
行
き
交

う
交
通
の
拠
点
と
し
て
も
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
本
市
な
ら
で
は
の
資
源
を
絶
や
す
こ
と

な
く
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え

方
を
踏
ま
え
、
各
事
業
・
取
組
の
付
加
価
値

を
高
め
、成
長
力
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
は
、
新
た
な
国
保

制
度
が
施
行
さ
れ
て
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。
昭
和
36
年
の
国

民
皆
保
険
以
来
の
大
改
革
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
円
滑
な
事

業
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
を
県
と
市
町
が
共

同
で
運
営
し
て
い
く
な
か
で
、
財
政
運
営
の

健
全
化
や
県
内
保
険
料
（
税
）
の
統
一
に
つ

い
て
の
議
論
が
幾
度
と
な
く
重
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
、
市
町
に
よ
っ
て
、

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
課
題
は
様
々

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
認
識
を
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
よ
り
良
い
国
保
運
営
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
３
年
度
の
栃
木

県
次
期
運
営
方
針
の
改
定
に
向
け
て
、
一
市

町
と
し
て
、
国
保
運
営
の
一
員
と
し
て
、
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
保
険
医
療
制
度
全
般
に
お

い
て
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
医
療
費
の
増

大
な
ど
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
市
町
保
険
者
は
、
地

域
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
健
康
支
援
・
健

康
相
談
が
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す
。
現
在
、

市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
「
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
」
に
向
け
て
、
国
保
部
門
、
健
康
増
進
部
門
、

介
護
部
門
と
の
連
携
強
化
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
保
険
者
と
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
に
暮
ら
せ
る

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
を
目
指
し
て

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」1



事業報告・歳入歳出決算など可決承認

令和２年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

求
め
ら
れ
る
連
合
会
の
役
割

7
月
27
日
（
月
）、
国
保
連
合
会
大
会

議
室
に
お
い
て
令
和
2
年
度
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
広
瀬
理
事
長
（
下
野

市
長
） 

よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
感
染
症
の
感
染

拡
大
予
防
の
た
め
、
国
よ
り
新
し
い
生
活

様
式
な
ど
、
継
続
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
保
険
料
の
減
免
・
傷
病
手

当
金
の
対
応
な
ど
、
国
保
制
度
に
お
け
る

様
々
な
対
応
に
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
」
と
、
保
険
者
方
を
労
う

言
葉
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
本
会
に
お
い
て
は
新
た
に
指

定
感
染
症
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

保
険
適
用
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
７

日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
関
連
の
補
正
予
算
を
ご
了
承
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
国

の
動
向
等
を
注
視
し
、
引
き
続
き
、
保
険

者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て
の
役
割

と
使
命
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
続
け
、
今

後
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
適
正
な
審
査

支
払
業
務
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
。

現
在
、
国
の
政
策
に
よ
り
本
会
は
2
つ

の
業
務
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1
つ
目
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
減
収
し
た
医
療
機
関
の
救
済
を
目
的

と
し
た
診
療
報
酬
等
の
概
算
前
払
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
6
月
の
支
払
い
時
に
実

施
し
、
医
療
機
関
へ
の
資
金
繰
り
支
援
を

行
っ
た
。

2
つ
目
は
、
国
の
第
二
次
補
正
予
算
に

お
い
て
措
置
さ
れ
た
医
療
従
事
者
に
対
す

る
慰
労
金
や
医
療
機
関
、
施
設
等
へ
の
支

援
資
金
の
申
請
受
付
・
支
払
等
の
事
務
に

つ
い
て
。
こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の

協
力
要
請
を
受
け
、
栃
木
県
か
ら
の
委
託

に
よ
り
本
会
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

広
瀬
理
事
長
は
、「
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
日
の
議
案
に
も
、

補
正
案
件
と
し
て
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
時
間
的
制
約
の
あ
る
中
で

の
追
加
業
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
的
機

関
と
し
て
の
社
会
的
責
務
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ

た
。本

総
会
で
は
、
議
長
に
那
珂
川
町
の
福

島
町
長
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
2
件
と

議
決
事
項
18
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
さ
れ

た
。結

果
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

開会挨拶をする広瀬理事長　

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 2



環
境
の
変
化
に
伴
う
事
業
運
営

閉
会
に
あ
た
り
、
広
瀬
理
事
長
は
議
長

へ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、「
今
後

も
適
宜
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
全
国
的
に
も
病
院
等
へ
の
受
診

控
え
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
2
ヶ

月
の
レ
セ
プ
ト
件
数
は
、
対
前
年
比
で
約

2
割
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
医
療
費
は
抑

え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
会
の

運
営
に
お
い
て
は
、
支
払
手
数
料
を
原
資

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
大
変
厳
し
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
成
立
し
た
健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
や
保

健
事
業
の
デ
ー
タ
分
析
業
務
な
ど
、
本
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
」
と
本
会
の
事
業
運
営
の
状
況
を

述
べ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、「
本
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
更
な
る
経
費
節
減
、
そ

し
て
、
効
率
的
な
事
務
処
理
に
努
め
、
保

険
者
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
結
び
、
通
常
総
会

は
閉
会
と
な
っ
た
。

議長の福島町長（那珂川）　

	

令和２年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
Ⅰ　報告事項

 報告第１号　理事長専決事項報告について
  １．令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬

支払勘定）歳入歳出予算補正について
  ２．令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補

正について
  ３．令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘定）歳入

歳出予算補正について
  ４．令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬

支払勘定）歳入歳出予算補正について
  ５．令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に関す

る診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
 報告第2号　規則の一部改正について
  １．栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について
  ２．栃木県国民健康保険団体連合会重複服薬者等訪問指導等支援事業規則の一部改正について

Ⅱ　議決事項
 議案第 1号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
 議案第 2号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
 議案第 3号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定について
 議案第 4号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定

について
 議案第 5号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳

出決算の認定について
 議案第 6号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定につい

て
 議案第 7号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の認定

について
 議案第 8号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出決算の認

定について
 議案第 9号 令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決算の認定について
 議案第 10号 栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分について
 議案第 11号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
 議案第 12号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正

について
 議案第 13号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘

定）歳入歳出予算補正について
 議案第 14号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳

出予算補正について
 議案第 15号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医療診

療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
 議案第 16号 令和２年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に関

する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
 議案第 17号 令和2年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算

補正について
 議案第 18号 栃木県国民健康保険団体連合会役員の欠員補充について

Ⅲ　そ　の　他
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令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）
（単位：円）

会 　 計 　 区 　 分
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

平成 30 年度 令和元年度 前年比 平成 30 年度 令和元年度 前年比 平成 30 年度 令和元年度 前年比

一 般 会 計
(471,089,632) (433,062,256) 91.9% (470,684,080) (430,589,223) 91.5% (405,552) (2,473,033) 609.8%

471,089,632 433,062,256 91.9% 470,684,080 430,589,223 91.5% 405,552 2,473,033 609.8%

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業務勘定
(1,582,854,151) (1,345,413,563) 85.0% (1,488,112,900) (1,272,928,667) 85.5% (94,741,251) (72,484,896) 76.5%

2,115,514,306 1,433,517,396 67.8% 1,893,775,114 1,355,125,486 71.6% 221,739,192 78,391,910 35.4%

支
払
勘
定

国民健康保険診療報酬支払勘定 141,833,961,848 141,972,420,255 100.1% 141,806,341,835 141,942,580,192 100.1% 27,620,013 29,840,063 108.0%

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 3,560,632,719 3,645,992,548 102.4% 3,559,184,088 3,644,630,930 102.4% 1,448,631 1,361,618 94.0%

出産育児一時金等に関する支払勘定 981,522,550 926,762,301 94.4% 981,522,550 926,762,301 94.4% 0 0 0.0%

抗体検査等費用に関する支払勘定 0 224,016,966 皆増 0 224,016,966 皆増 0 0 0.0%

小　　　　計 146,376,117,117 146,769,192,070 100.3% 146,347,048,473 146,737,990,389 100.3% 29,068,644 31,201,681 107.3%

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定
(736,991,006) (780,824,495) 105.9% (656,756,725) (707,667,275) 107.8% (80,234,281) (73,157,220) 91.2%

736,991,006 780,824,495 105.9% 656,756,725 707,667,275 107.8% 80,234,281 73,157,220 91.2%

支
払
勘
定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定 197,523,891,748 206,039,668,239 104.3% 197,514,234,087 206,030,465,097 104.3% 9,657,661 9,203,142 95.3%

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 1,045,077,482 1,097,919,340 105.1% 1,044,076,705 1,096,929,038 105.1% 1,000,777 990,302 99.0%

小　　　　計 198,568,969,230 207,137,587,579 104.3% 198,558,310,792 207,127,394,135 104.3% 10,658,438 10,193,444 95.6%

第三者行為損害賠償求償事務
共同処理事業特別会計

(16,766,372) (19,227,137) 114.7% (10,667,264) (13,280,558) 124.5% (6,099,108) (5,946,579) 97.5%
338,895,049 405,589,330 119.7% 332,795,941 399,642,751 120.1% 6,099,108 5,946,579 97.5%

介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定
(215,308,628) (255,688,170) 118.8% (200,332,508) (245,052,381) 122.3% (14,976,120) (10,635,789) 71.0%

547,694,177 621,213,043 113.4% 533,242,028 610,393,142 114.5% 14,452,149 10,819,901 74.9%

支
払
勘
定

介護給付費支払勘定 133,131,978,880 137,867,386,735 103.6% 133,131,382,422 137,866,790,277 103.6% 596,458 596,458 100.0%

公費負担医療に関する報酬支払勘定 1,175,023,657 1,178,927,213 100.3% 1,175,019,610 1,178,923,166 100.3% 4,047 4,047 100.0%

小　　　　計 134,307,002,537 139,046,313,948 103.5% 134,306,402,032 139,045,713,443 103.5% 600,505 600,505 100.0%

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等
特
別
会
計

業務勘定
(87,218,263) (93,212,005) 106.9% (44,309,350) (53,978,268) 121.8% (42,908,913) (39,233,737) 91.4%

90,621,263 94,842,625 104.7% 47,842,750 55,631,868 116.3% 42,778,513 39,210,757 91.7%

支
払
勘
定

障害介護給付費支払勘定 34,539,693,026 36,490,385,295 105.6% 34,539,671,622 36,490,363,891 105.6% 21,404 21,404 100.0%

障害児給付費支払勘定 5,259,429,024 6,430,407,516 122.3% 5,259,429,024 6,430,407,516 122.3% 0 0 0.0%

小　　　　計 39,799,122,050 42,920,792,811 107.8% 39,799,100,646 42,920,771,407 107.8% 21,404 21,404 100.0%

特定健診保健指導費用決済業務特別会計
(50,114,616) (87,378,527) 174.4% (49,304,188) (85,777,892) 174.0% (810,428) (1,600,635) 197.5%

1,325,740,302 1,386,913,827 104.6% 1,324,929,874 1,385,313,192 104.6% 810,428 1,600,635 197.5%

職員厚生資金貸付金特別会計 7,472,466 7,597,783 101.7% 33,419 31,830 95.2% 7,439,047 7,565,953 101.7%

合　　　　　計
(3,160,342,668) (3,014,806,153) 95.4% (2,920,167,015) (2,809,274,264) 96.2% (240,175,653) (205,531,889) 85.6%
524,685,229,135 541,037,447,163 103.1% 524,270,921,874 540,776,264,141 103.1% 414,307,261 261,183,022 63.0%

【備考】上記表中、（）内の数字は、各会計支払勘定、円滑導入関係諸費〔指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）
繰出金〕、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担
金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）
である。
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令和元年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書

令和元年度の事業については、平成 31年 2月 27日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及び関係機関と連携

を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いましたので、その概況を報告します。

第 1　国民健康保険事業の安定的運営
国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある情報の提供に
努めた。
また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一丸となり、国
民健康保険事業の安定運営に向けた運動を展開した。

第 2　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報の提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図りつつ、審
査支援システム等の活用など審査基準の統一化に取り組むとともに、業務プロセスの見直しなどの効率化を進めなが
ら、国保総合システムを活用した審査の更なる精度向上に努めた。
また、普通交付金収納事務及び出産育児一時金等支払業務の適正執行と、後期高齢者医療事務代行業務の効率的な
事業展開に努めた。

第 3　共同事業の効率的推進  
保険者事務共同電算処理事業等の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システムの機能改善による保険者事務の
効率化と国保情報集約システム及び国保データベース（KDB）システムの適正な運用を図るとともに、本会が保有す
るデータを踏まえ、保険者ニーズを把握し価値あるデータの提供を行い、保険者支援の充実に努めた。
また、第三者行為求償事務については「個人賠償責任保険等に加入しているすべての案件（高齢者施設事故、傷害
事故等）」を引き続き試行的に実施するとともに、求償金の滞留防止に努め、保険者事務の効率化を図った。
さらに、海外療養費不正請求対策支援業務の適正な事務の執行と、国保税賦課シミュレーション支援事業の充実に
努め、事業の推進を図った。

第 4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成、国保データベース（KDB）システム等からの医療デー
タの活用などに基づく保健事業を推進するとともに、栃木県保険者協議会を通じ、地域・職域保険等関係団体との連
携強化により保健事業の実効性を高めるなど市町保健事業の支援を行った。
また、医療保険情報を活用したデータ分析や生活習慣病・予備群減少のためのデータ提供活用支援、及び人工知能「と
くナビAI」を活用した受診率向上支援の充実強化を図るとともに、重複・頻回受診者及び重複服薬者訪問指導支援（モ
デル事業）の推進に努めた。
さらに、特定健診等のデータ管理業務の適正執行と保険者事務の効率化に努めた。

第 5　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
介護給付適正化対策事業を積極的に推進するため、医療情報と介護情報との突合点検支援事業について分析し、事
業拡充に努めた。
また、介護給付費等審査支払業務及び障害者総合支援給付費審査支払業務の適正執行、並びに介護サービスの質的
向上を図るとともに、障害者総合支援給付審査支払等システムの機能拡充を行い、審査の充実強化に努めた。

第 6　新規事業への対応
耐用年数を迎えた国保中央会開発の後期高齢者医療請求支払システム、国保データベース（KDB）システム及び特
定健診等データ管理システムの機器更改について、機器の設置及び新システムへのデータ移行等の作業を適正に完了
した。さらに、令和2年5月の更改に向けて介護保険審査支払等システム及び障害者総合支援給付審査支払等システム
の導入準備作業等を実施した。
また、国において実施される風しん対策に係る事務については、国からの要請に基づき対応を行った。

第 7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、令和元年度本会事業計画の重点目標の取り
組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。
組織の運営と業務の信頼性・有効性確保のための運用体制の整備と運用改善に努めた。（ISO27001の認証維持）

第 1　国民健康保険事業の安定的運営
第 2　成果を上げる国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業等の展開
第 3　共同事業の効率的推進  
第 4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第 5　介護保険・障害者総合支援事業関係業務の適正執行
第 6　新規事業への対応
第 7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
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鹿
沼
市
は
、
栃
木
県
央
西
部
に
位
置
し
、
首

都
か
ら
１
０
０
㎞
圏
内
に
あ
り
、
東
北
自
動
車

道
や
北
関
東
自
動
車
道
、
Ｊ
Ｒ
日
光
線
や
東
武

日
光
線
な
ど
の
交
通
網
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
性

に
大
変
優
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

豊
か
な
森
林
資
源
と
奥
深
い
山
々
を
源
と
す

る
幾
筋
も
の
清
流
は
、
美
し
い
景
観
と
多
様
な

農
林
産
物
の
恵
み
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
自
然

や
ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
の
中
で
育
ま
れ
た
市
民

の
人
情
や
ぬ
く
も
り
は
、
本
市
の
大
き
な
魅
力

で
す
。　

長
い
歴
史
や
地
域
の
特
色
あ
る
文
化
に
培
わ

れ
た
技
術
や
産
業
は
、
今
な
お
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
豊
か
な
森
林
や
良
質

な
木
材
の
証
で
あ
る
「
森
林
認
証
」
を
取
得
し

た
鹿
沼
産
材
が
、「
新
国
立
競
技
場
」
の
屋
根

や
庇
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
選
手
村

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
」
と
い
っ
た
世
界
が
注
目
す

る
晴
れ
の
舞
台
で
、
地
元
産
の
森
林
認
証
材
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
、
こ
の
上
な
い
喜
び
と
誇

り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
林
業
振
興
の
弾
み
と

な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
市
は
、
全
国
一
の
い
ち
ご
産
地
で

あ
る
栃
木
県
の
中
で
も
、
生
産
の
歴
史
や
出
荷

量
、
品
質
に
お
い
て
高
い
信
頼
を
得
て
い
る
有

数
の
産
地
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
シ
ン
ボ
ル

を
「
い
ち
ご
」
と
し
、「
い
ち
ご
市
」
宣
言
を

は
じ
め「
い
ち
ご
づ
く
し
」の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
鹿
沼
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
奈
良
部
実
会
長
は
、
平
成
25

年
２
月
か
ら
長
き
に
わ
た
り
本
協
議
会
の
会
長

と
し
て
、
国
保
事
業
の
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
に
鹿
沼
市
自
治
会
連
合
会

会
長
に
就
任
さ
れ
、
各
地
区
自
治
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
と
行
政
を
結
ぶ
架

け
橋
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
奈
良
部
会
長
の
豊

か
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
本
市
の

安
定
的
な
国
保
運
営
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
の
一
言

国保制度の安定運営に向けて
国民健康保険は、国民皆保険制度を支える重要な役割を果たしています。

しかし、少子高齢化や医療費の増嵩などにより国保財政は大変厳しい状況
になっております。

このような中、医療費適正化を推進するため糖尿病重症化予防事業など
の保健事業を積極的に取り組むことで、より一層の国保運営の安定化のた
めに尽力してまいります。

国保運協会長プロフィール

奈
な

良
ら

部
ぶ

　実
みのる

鹿沼市
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～
40
年
続
け
て
も
〝
ま
だ
ま
だ
〟
～

～
40
年
続
け
て
も
〝
ま
だ
ま
だ
〟
～

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私

益子町　住民課

課長 櫻
サクラ

井
イ

 英
ヒデ

樹
キ

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
も
長
続
き
し

な
い
私
で
す
が
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ギ
タ
ー
だ
け
は
別
で
す
。
ど
ち
ら
も
始
め
た
の

は
高
校
生
の
こ
ろ
で
す
。

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
知
っ
た
の
は
、

プ
ロ
レ
ス
好
き
の
父
と
試
合
を
見
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
早
め
に
会
場
に
着
い
た
の
で
、

レ
ス
ラ
ー
の
練
習
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
高
重

量
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
筋
肉
隆
々
の
体

を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
い
と
こ

が
バ
ー
ベ
ル
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
使
わ
せ
て

も
ら
い
鍛
え
始
め
ま
し
た
。
大
学
時
代
も
区

立
の
体
育
館
で
基
本

も
知
ら
ぬ
ま
ま
行
っ

て
い
ま
し
た
。
私
が

本
格
的
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始
し
た
の
は

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
て

数
年
後
の
こ
と
で
す
。

コ
ー
チ
か
ら
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
食
事
の
指

導
を
受
け
、
ボ
デ
ィ

ビ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
場
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
後
も
や
め
ず
、
現

在
は
妻
が
毎
日
作
っ
て
く
れ
る
高
た
ん
ぱ
く
低

脂
肪
弁
当

と
町
体
育

館
通
い
で

体
づ
く
り

を
し
て
い

ま
す
。

ギ
タ
ー

は
17
歳
の

誕
生
日
の

両
親
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
初
め
は
指
先
が
痛
く

な
る
だ
け
で
き
れ
い
な
音
も
出
せ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ア
リ
ス
の
１
曲
だ
け
が
弾
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
の
喜
び
は
今
も
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
。

大
学
時
代
は
友
人
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、
オ

フ
コ
ー
ス
や
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
な
ど
の

演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
は
、
友
人
の
結
婚
式
で
弾
き
語
り
を
し
た
り
、

退
職
す
る
上
司
の
送
別
会
で
演
奏
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ギ
タ
ー
を
手
に
す
る

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
、

私
が
館
長
を
務
め
て
い
た
町
の
中
央
公
民
館
で

ギ
タ
ー
教
室
を
開
催
し
、
毎
回
顔
を
出
し
て
い

た
ら
、
私
の
心
に
火
が
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
演
歌
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
も
幅
を
広
げ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
私
は
面
白
い
動
画
を
制
作
す
る
の

が
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
作
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
も

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
１
本

作
り
ま
し
た
。「
う
ち
で
鍛
え
よ
う
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
左
右
２
画
面
の
も
の
で
す
。
左
画

面
は
星
野
源
の
よ
う
に
、
右
画
面
は
プ
ラ
イ
ム

ミ
ニ
ス
タ
ー
風
に
し
た
パ
ロ
デ
ィ
で
す
。
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
と
ホ
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組

み
合
わ
せ
た
自
信
作
で
す
。

町体育館でのトレーニング。
ここで毎月、利用者向け講習会の講師を務めている。

我が家ではＢ弁（ビルダー弁当）と呼んでいる。
高校生の娘も毎週木曜日はＢ弁にしている。

「うちで鍛えよう」の一場面。新型コロナによる休講で自宅に戻ってい
た息子の協力で完成した。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」7



野
木
町

自
分
で
つ
く
る 

み
ん
な
で
支
え
る

キ
ラ
リ
と
光
る 

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ

突 撃 ル ポ

みてある き

野木町
野木町

野
木
町
は
、
栃
木
県
の
最
南
端
に

位
置
し
、
茨
城
県
と
接
し
て
お
り
、

栃
木
県
の
南
の
玄
関
口
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
や
国
道
４
号
線
に
よ

り
首
都
東
京
へ
約
60
㎞
、
宇
都
宮
へ

は
約
40
㎞
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
以
来
一

度
も
合
併
せ
ず
、
30
・
26
㎞
と
い
う

県
内
で
一
番
小
さ
な
町
で
も
あ
り
ま

す
。
東
京
ま
で
約
60
㎞
と
い
う
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
か
ら
、大
都
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

米
・
麦
・
果
樹
・
施
設
園
芸
な
ど

の
農
業
が
盛
ん
で
、
東
北
自
動
車
道
、

圏
央
道
な
ど
の
主
要
高
速
道
路
か
ら

の
交
通
利
便
性
や
、
災
害
に
強
い
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

企
業
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
と
緑
と
人
の
和
で

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

町
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
・

近
代
化
産
業
遺
産
の
ホ
フ
マ
ン
式
の

野
木
町
煉
瓦
窯
が
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま

で
存
在
し
て
い
ま
す
。
明
治
23
年
か

ら
昭
和
46
年
ま
で
の
間
に
多
く
の
赤

煉
瓦
を
生
産
し
、
日
本
の
近
代
化
に

貢
献
し
ま
し
た
。
焼
き
上
げ
ら
れ
た

煉
瓦
は
、
足
尾
銅
山
や
日
光
金
谷
ホ

テ
ル
な
ど
の
栃
木
県
内
の
建
造
物
の

他
、
東
京
駅
の
駅
舎
の
一
部
に
も
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
水
と
緑
と
人
の
和
で
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
少
子

高
齢
化
対
策
」「
町
の
活
性
化
策
」
の

３
重
点
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
子
育
て
し
や
す
く

住
み
や
す
い
町
と
し
て
、
十
八
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
な
ど
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
事

業
を
数
多
く
導
入
し
て
い
る
野
木
町

を
訪
ね
、
収
納
率
向
上
や
保
健
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

第128回
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住民課　新里係長

野木町煉瓦窯

渡良瀬遊水地に飛来するコウノトリ

町の花ひまわり

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
勧
奨

今
回
は
、
野
木
町
住
民
課
保
健
医

療
係
の
新
里
係
長
に
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

野
木
町
で
は
、「
独
自
で
作
成
を
し

た［
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
］
を
国
保
加
入
時
に
配
布
し
、
医

師
・
薬
剤
師
と
相
談
し
て
使
用
す
る

こ
と
で
医
療
費
が
抑
え
ら
れ
る
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
被
保

険
者
へ
の
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

に
力
を
入
れ
た
取
り
組
み
の
効
果
は

高
い
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
は
、「
８

月
の
被
保
険
者
証
更
新
時
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
白
紙
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
・
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
宛
の
封
筒
を
同
封
し

ま
し
た
」
と
続
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
促
進
は
住
民
戸
籍
係

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。

収
納
率
ト
ッ
プ
を
維
持

引
き
続
き
、
税
務
課
か
ら
の
回
答

を
基
に
新
里
係
長
に
お
話
し
を
伺
い

町独自で作成しているジェネリック医薬品希望カード

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」9



住民課　宮崎保健師

ま
し
た
。
野
木
町
は
県
内
で
も
収
納

率
が
高
く
、
町
民
の
方
々
の
納
税
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
も
伺
え
ま
す
。

ま
た
、「
毎
週
木
曜
日
は
、
住
民
課

と
税
務
課
の
収
税
係
の
窓
口
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
週
に
１
度
窓
口
を
延

長
し
、
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
収
納
率
向
上
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

外
国
人
被
保
険
者
の
課
題

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指

標
に
も
な
っ
て
い
る
外
国
人
被
保
険

者
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、「
英

語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
計
５
か
国
語
に
対

応
し
た
市
販
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
、
保
険
税
納
付
の
必
要
性
を
含

む
国
保
制
度
の
概
要
を
窓
口
で
説
明

し
て
い
ま
す
」
と
、
必
要
に
応
じ
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
う
こ
と

で
外
国
人
被
保
険
者
の
国
保
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

野
木
町
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
保

健
事
業
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
保
健
師

に
伺
い
ま
し
た
。「
野
木
町
で
は
平
成

28
年
に
『
自
分
で
つ
く
る 

み
ん
な
で

支
え
る 

キ
ラ
リ
と
光
る 

健
康
タ
ウ

ン
の
ぎ
』
を
宣
言
し
、
健
康
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
健
康
タ

ウ
ン
の
ぎ
事
業
の
一
つ
と
し
て
、『
の

ぎ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
事
業
が
あ
り
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
た
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は

健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
健
診
を
受
診
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、「
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
『
健
康
タ
ウ

ン
の
ぎ
測
定
会
』
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
国
保
連
合
会
や
製
薬
会
社
の
協

力
を
得
て
、
体
力
測
定
や
骨
密
度
測

定
、
肺
年
齢
、
血
管
年
齢
等
の
測
定

を
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
続
け
、
多

く
の
住
民
の
方
が
参
加
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
る
影
響

町
の
実
施
す
る
集
団
健
診
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
し
た
６
～
７
月
分

を
来
年
１
～
２
月
に
受
診
日
を
拡
大

し
て
、
で
き
る
限
り
昨
年
度
と
同
程

度
の
健
診
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
計

野木町役場外観町の鳥ふくろう

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



左から小林主事、宮崎保健師、新里係長

画
を
行
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今

回
の
影
響
に
よ
り
、
受
診
率
が
低
迷

す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
「
保
健
衛
生

事
業
団
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
可
能

な
範
囲
で
の
受
診
勧
奨
を
行
い
、
受

診
率
の
維
持
に
努
め
て
い
く
予
定
で

す
」
と
受
診
率
の
向
上
に
対
す
る
意

欲
的
な
姿
勢
が
伺
え
ま
す
。

県
内
で
も
珍
し
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

野
木
町
で
は
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

子
育
て
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の

相
談
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、

他
世
代
間
交
流
や
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
平
成
31
年

４
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
、
町
民
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
宮
崎
保
健
師
は
「
野
木
町

で
急
速
に
進
ん
で
い
る
高
齢
化
や
生

活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
る
中
、
健

◎野木町の概況
平成29年度 平成30年度 令和元年度

総人口（人） 25,686 25,612 25,564

総世帯数（世帯） 10,467 10,618 10,740

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 3,910 3,839 3,757

被保険者数（人） 6,527 6,291 6,110

被保険者加入率（％） 25.4 24.6 23.9

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） 100,494 102,315 103,711

収納率（％） 95.86 96.02 96.36

一人当たりの療養諸費費用額（円） 275,752 273,830 289,982

特定健診・特定

保健指導の状況

特定健診受診率（％） 27.3 34.4 33.1

特定保健指導実施率（％） 14.2 12.3 14.6

康
寿
命
を
延
ば
し
て
生
活
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
・
地

域
・
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
今
後
に
つ
い
て
の
抱
負
を
述
べ

ま
す
。

町
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
成
長

最
後
に
、
入
庁
１
年
目
の
住
民
課

保
健
医
療
係
の
小
林
主
事
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
小
林
主
事
は
「
初
め

の
頃
は
全
て
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
、

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
対
応
は
特
に

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
新
里
係
長

を
始
め
と
す
る
周
り
の
方
に
助
け
て

も
ら
い
日
々
の
業
務
を
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
町
民
の
方
々
の
話

を
聞
き
な
が
ら
色
々
な
こ
と
を
覚
え
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

県
内
の
他
市
町
と
の
連
携

取
材
を
す
る
中
で
新
里
係
長
は
、

電
話
で
の
問
合
せ
や
、
会
議
の
場
で

の
意
見
交
換
な
ど
を
し
て
、
県
内
の

他
市
町
と
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

他
市
町
と
の
情
報
共
有
や
関
係
各

課
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て

様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
国
保
運

営
を
支
え
て
い
る
野
木
町
。
横
の
繋

が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

取
材
と
な
り
ま
し
た
。

住民課　小林主事

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」11



（
前
号
よ
り
）

４　

管
理
監
督
者
の
心
構
え

①　

滞
納
整
理
は
福
祉
施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん

差
押
を
や
り
た
が
ら
な
い
自
治
体
の
課
長
さ

ん
に
な
ん
で
差
押
を
し
な
い
の
か
を
お
聞
き
す

る
と「
国
保
は
福
祉
施
策
だ
か
ら
や
り
づ
ら
い
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
延
滞
金
を
取

ら
な
い
自
治
体
の
課
長
さ
ん
も
同
じ
こ
と
を
言

い
ま
す
。
滞
納
者
か
ら
お
金
を
取
る
仕
事
は
福

祉
施
策
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
課

長
さ
ん
は
「
福
祉
」
を
隠
れ
蓑
に
本
来
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
仕
事
か
ら
逃
げ
て
い
る
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。

自
治
体
が
適
正
な
債
権
回
収
を
怠
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
不
作
為
」
が
違
法
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
首
長
や
管
理
職
そ
し
て
職
員
が

責
任
を
取
ら
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
福

祉
施
策
だ
か
ら
云
々
」
と
言
っ
て
い
る
場
合
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
後
ろ
に
は
、
約
90
％
の
納
期
内
納

付
を
し
て
く
だ
さ
る
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
レ
ン
ト

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
方
々
が
お
ら
れ
、
皆
さ
ん

国
保
制
度
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に
②

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

の
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
方
た
ち
に
思
い
を
馳
せ

れ
ば
「
福
祉
施
策
だ
か
ら
…
」
な
ど
と
言
っ
て

は
お
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
決

し
て
一
部
の
滞
納
者
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
法

令
に
基
づ
い
て
淡
々
と
処
理
す
れ
ば
よ
い
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

②　

差
押
え
が
当
た
り
前
の
自
治
体
に

財
産
も
な
く
支
払
い
た
く
て
も
支
払
え
な
い

滞
納
者
か
ら
無
理
や
り
と
る
よ
う
な
苛
斂
誅
求

な
こ
と
を
求
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
払
え
る
の
に

払
わ
な
い
人
を
許
し
て
は
い
け
な
い
と
い
い
た

い
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
を
許
さ
な
い
た
め
に

は
滞
納
整
理
の
基
本
で
あ
る
財
産
調
査
を
キ
チ

ン
と
職
員
の
皆
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
産
が
見
つ
か
れ
ば
差
押
え
、
な

け
れ
ば
停
止
処
分
に
す
る
。
こ
の
見
極
め
を
早

め
に
で
き
る
職
員
を
育
成
し
、
差
押
え
は
通
常

の
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
実
行
し
て
も
ら
う

こ
と
が
管
理
監
督
者
と
し
て
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

首
長
を
は
じ
め
と
す
る
管
理
監
督
者
の
方
々

に
は
法
令
を
順
守
し
、
差
押
え
に
対
し
て
腹
を

く
く
っ
て
い
た
だ
き
、
滞
納
し
た
ら
差
押
え
ら

れ
る
の
が
当
た
り
前
の
自
治
体
に
一
日
も
早
く

す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

５　

新
し
い
領
域
に
挑
戦
し
よ
う

①　

窓
口
公
売

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
（
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
が
今
年
度
い
っ

ぱ
い
で
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
簡
易
に
公
売
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、

来
年
度
か
ら
の
動
産
等
の
公
売
に
つ
い
て
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
差
押
え
て
か
ら
公
売
ま
で
の
時
間

を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
窓
口
公
売
を
簡
単

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
出
品
物
を
決
め
ま
す
。
次
に
入
札
期
間
、

公
売
の
場
所
、
売
却
決
定
の
日
時
、
買
受
代
金

納
付
期
限
、
最
低
見
積
価
格
を
決
め
ま
す
。

公
売
開
始
日
の
10
日
前
ま
で
に
は
、
公
売
公

告
及
び
公
売
通
知
は
済
ま
せ
て
お
き
ま
す
。
公

売
物
件
の
公
売
区
分
番
号
、
出
品
自
治
体
名
、

物
品
の
写
真
と
詳
細
、
見
積
価
格
を
記
し
た
一

覧
表
を
作
成
す
る
。

ま
た
、「
入
札
さ
れ
る
方
へ
」
と
題
し
入
札

の
方
法
と
注
意
事
項
、
公
売
保
証
金
の
納
付
、

開
札
の
方
法
、
最
高
申
込
者
の
決
定
、
追
加
入

札
、
買
受
代
金
の
納
付
及
び
物
品
の
引
き
渡
し

方
法
等
を
記
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
す
。
公

売
開
始
日
よ
り
前
に
こ
の
一
覧
表
と
公
売
を
行

う
旨
の
チ
ラ
シ
等
を
窓
口
に
掲
示
を
し
、
来
庁

者
に
周
知
す
る
。

こ
こ
ま
で
行
え
ば
、
公
売
開
始
日
に
入
札
箱

と
入
札
書
を
置
け
ば
公
売
が
開
始
で
き
ま
す
。

そ
の
後
入
札
期
間
中
は
入
札
箱
を
空
け
ず
に
、

入
札
時
間
に
所
定
の
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

喜茂別町の窓口に置かれたタイヤロックのディスプレイ

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 12



な
お
、
公
売
物
品
は
展
示
す
る
と
ス
ペ
ー
ス

と
管
理
が
必
要
に
な
る
た
め
、
見
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
方
に
の
み
お
見
せ
す
る
方
法
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

入
札
が
終
了
し
た
ら
、
会
計
課
長
に
立
会
を

お
願
い
し
て
そ
の
場
で
開
札
内
容
「
落
札
者
リ

ス
ト
」
を
作
成
し
、
会
計
課
長
に
サ
イ
ン
を
も

ら
い
ま
す
。

開
札
終
了
後
、
最
高
落
札
者
に
電
話
で
連
絡

し
、
必
要
な
も
の
（
印
鑑
、
身
分
証
明
書
、
現

金
）
を
伝
え
、
買
受
代
金
納
付
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
す
る
。
物
品
は
代
金
引
換
に
な
り

ま
す
の
で
領
収
書
を
用
意
し
て
お
き
ま
す
。

大
ま
か
に
は
以
上
で
す
が
、
私
の
勤
務
す
る

安
芸
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
１
機
構
、
３
自

治
体
の
差
押
物
品
を
公
売
し
ま
し
た
が
、
入
札

場
所
は
機
構
の
構
成
自
治
体
で
出
品
し
て
い
な

い
３
自
治
体
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
７
か
所
の

ど
こ
で
も
入
札
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
開
札
は
入
札
箱
を
機
構
に
集
め
て
行
い
ま
し

た
。）結

果
、
16
物
品
中
12
物
品
が
落
札
さ
れ
、
見

積
価
格
１
１
，
６
０
０
円
（
落
札
物
品
見
積
価

格
９
，
４
０
０
円
）
に
対
し
落
札
額
は
１
８
，

２
２
０
円
で
し
た
。

こ
の
方
式
は
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
自
治
体
が

手
軽
に
参
加
で
き
る
方
法
を
模
索
し
、
行
く
行

く
は
全
国
の
自
治
体
と
協
同
し
て
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
栃
木
県
で
は
真
岡
市
が
昨
年
の
7

月
に
単
独
で
、
今
年
の
2
月
に
鹿
沼
市
と
合
同

で
窓
口
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
様
子
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

②　

催
告
書
を
出
さ
な
い
取
り
組
み

地
方
税
法
に
は
、
各
税
目
の
と
こ
ろ
に
、
滞

納
者
が
督
促
を
受
け
、
そ
の
督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

そ
の
督
促
に
係
る
○
○
税
に
係
る
地
方
団
体
の

徴
収
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
差
押
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で
は
督
促
状
で
納

付
が
な
い
場
合
は
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
催
告
書
は
法
的
に
は
出
さ
な
く
て
も
よ
い

の
で
す
が
、
滞
納
者
と
の
軋
轢
を
少
な
く
す
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
北
海
道
の
喜
茂
別
町
で
は
平
成
27

年
か
ら
催
告
書
を
一
切
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
督

促
状
を
送
付
し
て
納
付
が
な
い
場
合
に
は
一
切

連
絡
せ
ず
に
差
押
を
し
て
い
ま
す
。

私
も
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
い
る
の
で
驚
い

た
と
同
時
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
と
い
う
私
の

質
問
に
担
当
の
斉
木
さ
ん
は
、
法
律
に
は
督
促

は
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、督
促
状
に
は「
督

促
状
発
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
時
間
と
お
金
を
か
け
て
催
告
書
を
送
る
の

は
無
駄
だ
と
断
言
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
始
め
た
当
初
は
苦
情
が
多
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
法
律
ど
お
り
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
を
話
し
納
得
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。
最
初
は
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
。

こ
れ
を
毎
年
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
今
で
は

差
押
さ
え
て
も
苦
情
を
言
っ
て
く
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
し
く
滞

納
す
る
と
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
の
が
当
た
り
前

の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
住
民
の
皆
さ
ん
が
認

識
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

徴
収
率
は
平
成
28
年
度
に
始
め
て
か
ら
右

肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

自
治
体
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
な

さ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昨年７月に真岡市で行われた公売窓口の様子

プロフィール

堀
ほり

　博
ひろ　はる

晴 氏
特定非営利活動法人
ローカルガバメント・
ネットワーク理事長

1947年生まれ、中央大学法学部卒、東京都入庁。
江戸川区役所を経て小笠原復興事業に従事。その後
本庁に戻り、同和対策、災害対策に携わる。主税局
徴収部機動整理課長、徴収指導室長を最後に都庁を
退職。機動整理課長の時、全国で初めてインター
ネット公売を実施し成果を上げる。全国を飛び回り、
1,100以上の地方自治体、一部事務組合などがイ
ンターネット公売を利用するまでに成長させた。
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栃木県内で活躍しているプロスポーツ選手から健康な身体作りの秘訣や心構えを学んでいきます。
今回は、栃木ゴールデンブレーブスの成瀬選手とキャプテンの青木選手にお話を伺ってまいりました。
� （取材日：8月20日）

プロスポーツ選手から健康を学ぶ!

（C）TOCHIGI GOLDEN BRAVES （C）TOCHIGI GOLDEN BRAVES

【生 年 月 日】　1997/5/27
【身長／体重】　176 ㎝／ 79 ㎏
【投 ／ 打】　右投／右打
【経 歴】
　小山市豊田中学校→仙台育英学園高校
　→ TDK 硬式野球部
　

Aoki　Reima
青木　玲磨

【生 年 月 日】　1985/10/13
【身長／体重】　180 ㎝／ 87 ㎏
【投 ／ 打】　左投／左打
【経 歴】
　小山市桑中学校→横浜高校
　→千葉ロッテマリーンズ
　→東京ヤクルトスワローズ
　→オリックスバファローズ

Naruse Yoshihisa
成瀬　善久
投手兼投手コーチ

初
め
に
、
昨
年
20
年
ぶ
り
に
栃
木
県
に
戻
っ
て
き
た
と

い
う
成
瀬
選
手
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
日
本
野
球
機

構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
に
も
所
属
経
験
の
あ
る
成
瀬
選
手
の
貴
重

な
お
話
し
と
共
に
、
最
後
に
は
、
お
う
ち
時
間
の
中
で
も

簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
読
者
の
皆
様
も
是
非
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
！

食
事
で
身
心
と
も
に
元
気
に

Ｑ
１　

成
瀬
選
手
が
健
康
を
考
え
る
上
で
最
近
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

最
近
は
気
温
が
高
い
日
が
多
い
で
す
が
、
寝
る
と
き
の

冷
房
は
ず
っ
と
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
起
床
の
２
時

間
前
に
つ
く
よ
う
に
タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
か
ら
寝
て

い
ま
す
。

Ｑ
２　

冷
房
を
ず
っ
と
付
け
て
い
な
い
の
は
、
寝
て
い

る
間
に
体
を
冷
や
し
す
ぎ
な
い
た
め
で
す
か
？

そ
う
で
す
ね
。
あ
と
は
、
外
と
中
の
気
温
差
が
あ
ま
り

激
し
い
と
外
に
出
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
日
中

の
試
合
で
だ
る
さ
が
出
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
点
は
ず
っ
と
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
い
た
時
に
も
朝
に
自
然
と
汗
を
か
い
て
起
き
て

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
…
っ
て
い
う
流
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の

方
が
体
が
楽
で
し
た
ね
。

Ｑ
３　

入
浴
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

夏
場
は
暑
い
の
で
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
体
を
冷
や
す
意
味
で
は
水
を
多
く
浴
び

た
り
し
ま
す
。
浴
槽
が
あ
る
時
に
は
お
湯
と
冷
水
に
交
互

に
入
る
交
代
浴
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ
４　

食
事
面
で
は
何
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
か
？

ビ
タ
ミ
ン
系
は
多
く
摂
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
食
事

は
妻
が
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
自
分
で
は
特
に
気
に
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
食
べ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で

は
な
く
出
来
る
だ
け
食
事
で
補
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　

試
合
が
あ
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

も
と
も
と
足
が
攣
り
や
す
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
試
合
の
２
日
前
か
ら
摂
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
で
は
な
い
の
で
摂
り

す
ぎ
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　

最
近
は
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
屋
外
で
の
練
習
や
試
合
時
の
暑
さ
対
策
は
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

暑
さ
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
部
分
で
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
試
合
に
出
る
時
に
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と

し
て
で
き
る
だ
け
早
く
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー

を
し
た
り
、
可
能
な
限
り
日
陰
に
居
る
よ
う
に
し
た
り
し

て
直
射
日
光
を
浴
び
な
い
よ
う
に
な
ど
を
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
実
際
は
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
部
分
も
多
く
難
し

い
で
す
。

Ｑ
７　

最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
コ

ロ
ナ
）
に
よ
っ
て
生
活
は
一
変
し
て
し
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

外
に
出
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
外
食
な
ど
も

あ
ま
り
で
き
な
い
状
態
な
の
で
、
強
い
て
あ
げ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
ド
ラ
マ
を
観
た
り
、
子
供
と
遊
ん
だ
り
す
る
こ

と
で
す
か
ね
。

Ｑ
８　

コ
ロ
ナ
の
流
行
前
は
ど
ん
な
こ
と
が
ス
ト
レ
ス

解
消
法
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
？

今
は
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
の
食
事
は
難
し
い
で
す
が
…

や
っ
ぱ
り
、
野
球
が
好
き
な
の
で
。
だ
か
ら
こ
そ
話
せ
る

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
コ
ー
チ
た
ち
と
集
ま
っ
て
、
野
球
の
話

を
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と
が
一
番
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
９　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
丈
夫
な
身
体
づ
く
り
も
大
切

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
は
ど
ん
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
シ
ー
ズ
ン
中

は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
直

結
す
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
瞬
発
力
を
高
め
る
た
め
の
ジ
ャ
ン
プ
系
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
階
段
上
り
の
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
重
視
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

反
対
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
筋
力
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
、
重
い
も
の
を
持
っ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１０　

読
者
で
も
簡
単
に
お
う
ち
で
出
来
る
よ
う
な
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
下
さ
い
！

壁
に
両
手
を
置
き
な
が
ら
、
片
足
を
後
ろ
に
伸
ば
す
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
。
こ
れ
だ
け
で
も

お
尻
の
部
分
に
筋
肉
が
つ
く
た
め
、
特
に
女
性
に
も
お
す

す
め
で
す
。
ま
た
、
ふ
く
ら
は
ぎ
は
第
二
の
心
臓
と
言
わ

れ
て
い
る
く
ら
い
野
球
に
と
っ
て
も
大
切
な
部
分
の
た

め
、
両
手
を
壁
に
置
い
た
状
態
で
後
ろ
に
伸
ば
し
、
そ
の

体
勢
で
上
下
に
上
げ
下
げ
を
行
う
。
こ
れ
ら
を
暇
な
と
き

に
で
も
１
日
１
セ
ッ
ト
10
～
20
回
程
度
で
も
行
い
、
毎
日

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。“
何
も
し
て
い
な
い
の
に
な

ん
で
筋
肉
痛
に
？
”
と
思
っ
て
し
ま
う
と
続
け
る
意
識
を

忘
れ
て
し
ま
う
た
め
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し

て
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

貴
重
な
お
話
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

成
瀬
選
手
か
ら
お
答
え
い
た
だ
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
は

記
事
の
最
後
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
！

続
い
て
は
、
昨
年
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
に
所

属
し
、
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
も
活
躍
中
の
青
木
選

手
で
す
。
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き
ゅ
う
り
の
浅
漬
け
で
塩
分
チ
ャ
ー
ジ

Ｑ
１　

青
木
選
手
が
体
調
管
理
を
す
る
上
で
、
身
体
の

休
め
方
等
で
最
近
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
下
さ
い
。

以
前
い
た
秋
田
の
夏
と
栃
木
の
夏
で
は
体
感
す
る
気
温
が

全
然
違
っ
て
…
正
直
、
栃
木
の
方
が
と
て
も
暑
い
で
す
（
笑
）

な
の
で
、
最
近
は
特
に
睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
取
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
暑
い
時
期
に
睡
眠
不
足
だ
と
、
更
に

暑
さ
に
弱
く
な
る
と
実
感
し
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
１
日

６
時
間
程
度
は
睡
眠
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　

暑
さ
対
策
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

暑
さ
へ
の
体
の
慣
れ
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
休

み
の
日
で
も
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
に
こ
も
り
き
り
で

は
な
く
、
出
来
る
限
り
外
に
出
て
陽
を
浴
び
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

練
習
や
試
合
は
外
で
行
わ
れ
て
い
る
為
、
特
に

暑
い
と
思
い
ま
す
が
水
分
補
給
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
？

試
合
の
日
に
は
Ｏ
Ｓ
‐
１
を
ベ
ン
チ
に
持
っ
て
い
っ
て

い
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
‐
１
の
み
だ
と
塩
分
濃
度
が
濃
く
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
水
な
ど
で
も
適
宜
水
分
補
給
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
は
簡
単
に
塩
分
チ
ャ
ー
ジ

が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
錠
や
母
の
作
っ
て
く
れ
る
き
ゅ
う

り
の
浅
漬
け
を
持
っ
て
き
て
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
も
配
っ

て
塩
分
補
給
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
な
っ
て
い
る
趣
味
等
が
あ

れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

釣
り
が
好
き
な
の
で
、
休
み
の
日
に
は
近
く
の
思
川
に

行
っ
て
釣
り
を
し
た
り
、
陽
に
当
た
り
つ
つ
も
川
の
水
で

体
を
冷
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
５　

健
康
を
気
に
す
る
上
で
の
食
事
は
ど
ん
な
こ
と

を
気
に
し
て
い
ま
す
か
？ 

暑
さ
で
食
欲
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
夏
バ

テ
や
プ
レ
ー
の
調
子
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
食
欲
が

な
い
日
で
も
朝
食
を
お
茶
漬
け
な
ど
の
食
べ
や
す
い
も
の

で
摂
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
野
球
は
特
に
試
合
前
な
ど
に
が
っ
つ
り
し
た

重
た
い
も
の
を
食
べ
て
し
ま
う
と
動
け
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
試
合
の
日
に
は
そ
ば
や
う
ど
ん
な
ど
軽
い
も
の
を

用
意
し
て
も
ら
っ
て
3
食
き
ち
ん
と
摂
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　

栄
養
面
は
気
に
し
て
い
ま
す
か
？

ど
う
し
て
も
野
菜
は
不
足
し
が
ち
な
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
摂
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
他

の
選
手
た
ち
も
体
の
大
き
さ
を
保
つ
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

を
摂
る
た
め
に
プ
ロ
テ
イ
ン
を
飲
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
７　

試
合
前
・
後
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？　

最
近
は
『
目
』
で
す
ね
！
試
合
中
は
目
で
見
る
情
報
が

一
番
重
要
と
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
体
調
や
寝
不
足
に

よ
っ
て
見
え
方
が
変
わ
る
と
不
調
の
原
因
に
な
っ
た
り
、

眼
精
疲
労
で
頭
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で

コ
ン
タ
ク
ト
は
家
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
取
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
を
使
っ
て
目
を
疲
れ
さ
せ
な
い

よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
目
は
野
球
に

と
っ
て
重
要
な
部
分
な
ん
で
す
！

Ｑ
８　

普
段
の
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
ま
す
か
？

野
球
は
１
年
間
を
シ
ー
ズ
ン
中
と
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

分
け
た
と
き
、
10
月
～
３
月
が
オ
フ
期
間
に
な
る
の
で

筋
力
を
つ
け
て
体
を
大
き
く
し
た
り
、
力
を
付
け
た
り

し
て
体
の
強
化
を
す
る
期
間
に
な
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
つ
く
筋
肉
と
バ
ッ
ト
を
振
る
と
き
に
使
う
筋
肉

は
全
く
違
う
の
で
、
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
１
ヶ
月
前
く

ら
い
か
ら
オ
フ
期
間
に
つ
け
た
筋
肉
を
維
持
し
つ
つ
、

試
合
に
向
け
て
の
体
の
使
い
方
や
力
の
出
し
方
な
ど
の

練
習
を
行
い
ま
す
。

体
を
大
き
く
し
た
り
、
筋
力
を
付
け
た
り
す
る
部
分

は
今
ま
で
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

“
土
台
が
あ
っ
て
、
技
術
に
関
連
付
け
ら
れ
る
”
こ

う
し
た
考
え
方
は
Ｂ
Ｃ
（B

aseball C
hallenge 

L
eague

）に
来
て
か
ら
変
わ
っ
た
意
識
の
変
化
で
す
。
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Ｑ
９　

試
合
後
の
身
体
の
疲
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て

取
っ
て
い
ま
す
か
？

試
合
後
の
疲
れ
は
出
来
る
だ
け
次
の
日
に
残
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
あ
る
「
思
川
温
泉
」
に
よ
く

行
き
、
サ
ウ
ナ
と
水
風
呂
の
交
代
浴
を
し
て
身
体
の
疲
れ

を
取
り
ま
す
。

Ｑ
10　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
室
内
に
い
る
時
間
が
増

え
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
中
で
読
者
が
簡
単
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

自
分
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
室
内
で
出
来
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
く
る
の
で
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
を
見
る
時
間
が
増

え
、
首
や
肩
が
凝
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

肩
首
の
凝
り
も
先
ほ
ど
話
し
た
眼
精
疲
労
に
繋
が
っ
て
き

て
し
ま
う
の
で
姿
勢
を
正
し
、
首
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
顎

を
上
や
左
右
に
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
凝
り
を
取
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

あ
と
は
、体
を
温
め
る
こ
と
で
血
行
が
良
く
な
る
の
で
、

湯
船
に
浸
か
る
と
き
に
は
首
ま
で
し
っ
か
り
と
浸
か
っ
て

温
め
た
う
え
で
、
こ
う
い
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
と
更

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
ご
回
答
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

青
木
選
手
は
昨
年
企
業
チ
ー
ム
か
ら
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
へ
の

移
籍
に
伴
っ
て
国
保
被
保
険
者
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、

23
歳
と
若
い
青
木
選
手
で
す
が
、
40
歳
に
な
っ
た
ら
特

定
健
診
を
受
診
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

最
後
に
お
二
人
に
は
読
者
の
方
た
ち
に
向
け
て
一
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
状
況
な
の
で
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
自
身
が

帰
っ
て
く
る
の
が
約
20
年
ぶ
り
の
た
め
、
一
度
も
野
球
に

興
味
が
無
い
方
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
方
も
ぜ
ひ

一
度
球
場
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
自
身
が
35
歳
と
い
う
年
齢
で
す
が
“
ま
だ
成
瀬

頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
”
と
、
同
世
代
の
人
に
少
し
で
も

勇
気
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
成
瀬
選
手
）

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
去
年
に
比
べ
球
場
に
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
球
場

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
た
ち
の
応
援
は
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
去
年
は
ホ
ー
ム
戦
で
の
勝
率
が
８
割
～
９
割
と

高
く
、
応
援
が
と
て
も
力
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

少
し
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
来
て
い
た
だ
け
る
と
自

分
た
ち
と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く
熱
中
症
に
も
気
を
付
け
て
頂

い
た
う
え
で
、
観
に
来
ら
れ
る
方
に
は
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
！
（
青
木
選
手
）

以
上
、
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
で
活
躍
中
の
成

瀬
選
手
と
青
木
選
手
の
２
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

　

季
節
は
少
し
ず
つ
秋
へ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
日
中

は
ま
だ
気
温
が
高
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

両
選
手
と
も
自
分
に
合
っ
た
健
康
法
を
実
践
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
読
者
の
皆
様
も
選
手
た
ち
の

健
康
法
を
参
考
に
自
分
で
続
け
ら
れ
る
も
の
を
実
践
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
中
の
お
忙
し
い
時
期
に
本
会
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
瀬
選
手
・
青
木
選
手
の

お
二
人
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

女性にもおすすめ
ストレッチ 成瀬選手に自宅で簡単にできるス

トレッチを実演していただきまし
た。皆さんも是非、おうち時間の
合間にお試しください！

１日１セット（片足１０～２０回）
で効果があります。少ない回数で
も毎日継続することが大切！！

①両手を
　壁につく

②そのままの状態でふくら
はぎを後ろへ伸ばすよ
うに

年に一度は
� 特定健診！

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」17



下野市の健康づくり事業
【下野市】

保険者
だより

下野市では、市民一人ひとりが自らの健康づくりに取り組むことができるよう、「第３次健康しもつけ21プラン（第3
次下野健康増進計画）」を策定し、『健康・幸せチャレンジ大作戦』をキャッチフレーズに各種健康づくり事業を実施し
ています。

また、毎年秋に開催している「下野市産業祭」では、来場者の血管年齢の測定や体脂肪の模型の展示など、健康と疾
病予防の啓発に努めています。

（１）糖尿病重症化予防教室

管理栄養士による食事指導 減塩食の試食

（２）高血圧予防教室 （３）動機付け支援

家でもできる簡単な運動の実践 フォローアップ教室

（４）下野市産業祭 （５）健診戦隊ウケルンジャー

血管年齢測定

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 18



栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
保
医
療
課
だ
よ
り

○
県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
と
は

栃
木
県
が
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
に

創
設
し
た
県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、

市
町
の
医
療
費
適
正
化
や
国
保
税
収
納
対
策

等
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
で
、
国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付

金
（
都
道
府
県
分
）
及
び
都
道
府
県
繰
入
金

の
一
部
を
財
源
と
し
た
概
ね
20
億
円
規
模
の

交
付
金
制
度
で
す
。

国
の
評
価
指
標
を
基
に
本
県
の
状
況
に
鑑
み

た
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
評
価
指
標
が
高

め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
国
の
保
険
者
努
力
支
援

制
度
を
補
完
し
、
県
内
市
町
の
医
療
費
適
正
化

等
の
取
組
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

○
評
価
指
標
の
見
直
し

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標

は
、
市
町
の
取
組
状
況
や
国
の
保
険
者
努
力

支
援
制
度
の
評
価
指
標
に
応
じ
て
、
市
町
と

協
議
の
上
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
県
版
の
評
価

指
標
は
、
同
年
度
の
国
の
評
価
指
標
や
令
和
元

（
2
0
1
9
）
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
、
主
に

次
の
指
標
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
健
事
業
と
介
護

保
険
の
地
域
支
援
事
業
と
の
一
体
的
実
施

に
向
け
た
推
進
組
織
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
指
標
の
追
加
（
№
3
）

・
特
定
健
診
受
診
率
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率

の
配
点
シ
ェ
ア
を
高
め
、
指
標
を
よ
り
細

分
化
し
た
。
ま
た
、
既
に
一
定
の
実
績
の

あ
る
保
険
者
を
評
価
す
る
た
め
の
指
標
を

新
設
（
№
4
，
№
5
）

・
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
取
組
に
つ
い
て
配
点

シ
ェ
ア
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
の
高
い

評
価
指
標
を
補
完
す
る
た
め
指
標
を
細
分

化
し
、
各
市
町
の
取
組
プ
ロ
セ
ス
を
評
価

す
る
指
標
を
設
定
（
№
9
）

こ
の
見
直
し
は
、
国
の
制
度
に
お
け
る
配
点

を
参
考
に
、
国
の
高
配
点
の
指
標
及
び
国
の
制

度
（
都
道
府
県
分
）
に
反
映
さ
れ
る
指
標
を
高

く
設
定
し
、
国
の
制
度
で
十
分
評
価
で
き
る
指

標
や
、
既
に
全
市
町
が
達
成
済
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
配
点
の
引
下
げ
や
県
版
の
評
価
指
標
か

ら
除
外
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
国
の

評
価
指
標
か
ら
採
用
さ
れ
た「
マ
イ
ナ
ス
評
価
」

に
つ
い
て
は
、
県
版
の
評
価
指
標
で
は
国
の
制

度
の
補
完
や
県
内
市
町
の
取
組
の
底
上
げ
と
い

う
観
点
か
ら
、採
用
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
県
版
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、
県
内
市
町
の
医
療
費
適

正
化
等
の
取
組
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
各
市
町
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

指
標
に
係
る
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県版保険者努力支援制度における評価指標の年度比較

区分 № 評価指標

令和2年度
（2020）

令和元年度
（2019）

加点 シェア 加点 シェア

体制構築加点

1 医療費適正化に向けた推進組織 30 2.8% 50 5.6%

2 収納率向上に向けた推進組織 30 2.8% 50 5.6%

3
後期高齢者医療制度の保健事業と介護保
険の地域支援事業との一体的実施に向け
た推進組織

20 1.9% － －

医療費適正化

4 特定健診受診率 110 10.3% 50 5.6%

5 特定保健指導実施率 115 10.7% 50 5.6%

6 メタボ該当者及び予備軍の減少率 45 4.2% 45 5.1%

7 がん検診受診率 30 2.8% 30 3.4%

8 歯科検診受診率 30 2.8% 30 3.4%

9 糖尿病重症化予防の取組 175 16.4% 100 11.2%

10 個人へのインセンティブ提供 50 4.7% 50 5.6%

11 適正受診に対する取組 60 5.6% 40 4.5%

12 後発医薬品の使用割合 100 9.3% 100 11.2%

13 後発医薬品の促進の取組 20 1.9% 40 4.5%

14 その他医療費適正化に係る取組
（レセプト点検、柔整に係る指導等） 20 1.9% 20 2.2%

15 地域包括ケアの推進 15 1.4% 15 1.7%

収納対策

16 収納率向上 145 13.6% 145 16.3%

17 収納率向上に向けた取組 35 3.3% 35 3.9%

18 滞納者対策 20 1.9% 20 2.2%

その他
19 資格適用の適正化 10 0.9% 10 1.1%

20 賦課限度額の設定 10 0.9% 10 1.1%

1070 100% 890 100%
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♦
大
田
原
市
の
概
要

大
田
原
市
は
、
栃
木
県
の
北
東
部
に
あ
り
、

市
の
中
西
部
は
日
本
で
も
有
数
の
ア
ユ
の
漁

獲
量
を
誇
る
清
流
「
那
珂
川
」
と
箒
川
に
囲

ま
れ
た
、
那
須
五
峰
か
ら
広
が
る
那
須
野
が

原
の
扇
状
地
に
あ
た
り
、
東
部
は
八
溝
山
系

の
美
し
い
山
並
が
連
な
り
ま
す
。

日
本
最
古
の
碑
で
あ
る
国
宝
の
「
那
須
国

造
碑
」
な
ど
多
く
の
史
跡
が
存
在
し
、
古
代

か
ら
住
民
が
生
活
し
て
き
た
長
い
歴
史
を
も

ち
、
江
戸
時
代
よ
り
受
け
継
が
れ
た
城
下
町

を
礎
と
し
て
、
現
在
は
、
政
治
、
経
済
、
文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
県
北

部
の
中
心
都
市
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
「
健
康
は
自
分
に
送
る
こ
と
の
で

き
る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き

い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
家
庭
お
よ
び
地
域
な
ど
が
一

保健師
活動報告

大
田
原
市
　
健
康
政
策
課
　
成
人
健
康
係
　
保
健
師
　
田
波
有
美
・
早
川
智
子

市
民
と
市
が
協
働
し
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

―

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
、
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
の
活
動
報
告―

体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
で
活
動
を
中
止
し
て
い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
ま
で
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

♦
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

市
が
実
施
し
て
い
る
研
修
会
等
に
参
加
し
、

そ
こ
で
得
た
知
識
を
広
め
、
自
分
自
身
や
家

族
の
健
康
を
守
る
こ
と
や
、
地
域
で
健
康
の

話
題
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
の
「
健

康
づ
く
り
の
輪
」
を
広
げ
、
健
康
へ
の
意
識

や
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

は
、
地
域
の
方
々
が
自
ら
健
康
に
つ
い
て
の

行
動
を
起
こ
す
際
の
支
援
者
と
し
て
一
番
身

近
な
推
進
役
、
信
頼
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
、
そ

し
て
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
等
、「
市
民
の

た
め
の
健
康
の
守
り
手
」
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

【
設
置
年
度
】
平
成
17
年
度

【
設
置
状
況
】

令
和
元
年
度
に
各
自
治
会
か
ら
推
薦
を
受
け

た
女
性
（
第
８
期
生
）
を
１
５
７
名
委
嘱

設
置
率
88
・
２
％　

２
年
任
期

【
活
動
内
容
】

年
間
４
～
５
回
の
研
修
会
、
令
和
元
年
度
は
「
本

市
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
」「
歯
科
講
話
」「
運

動
講
話
」
を
実
施
。（
３
月
は
中
止
）

♦
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会

平
成
19
年
第
1
期
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

修
了
後
に
、
有
志
が
集
い
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２
期
以
降
も
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
任
期
終

了
後
に
希
望
者
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

「
協
議
会
と
し
て
自
主
的
に
活
動
す
る
」
と

い
う
意
識
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
自

分
が
自
主
的
に
活
動
す
る
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
な
が
ら
、
活
動
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
市

は
活
動
後
に
気
づ
い
た
点
、
改
善
点
等
感
想

の
報
告
を
受
け
る
こ
と
で
、
住
民
視
点
の
意

見
が
把
握
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
会
員
数
】　

93
名
（
令
和
２
年
４
月
末
現
在
）

【
活
動
概
要
】

①
結
果
説
明
会
案
内
ち
ら
し
の
配
布

市
民
健
康
診
査
の
全
会
場
で
受
診
し
た

方
全
員
に
、
健
診
受
診
の
意
義
や
健
診
結

果
を
自
分
自
身
で
把
握
す
る
重
要
性
を
説

明
し
な
が
ら
、
健
診
結
果
説
明
会
の
案
内
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組
織
と
し
て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
、

メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会
、
す
み
れ
の

会
が
あ
り
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
協
力

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。　

今
後
も
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
健
康
は
自

分
に
贈
る
こ
と
の
で
き
る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
を
合
言
葉
に
「
健
康
長
寿
都
市
お
お
た

わ
ら
」
を
実
現
す
る
た
め
、
健
康
の
保
持
増

進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
協
働
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

田波：前列左から２番目、早川：前列左から３番目

ち
ら
し
を
手
渡
し
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
肺
年
齢
測
定
の
受
付

一
部
の
市
民
健
康
診
査
会
場
で
現
在
喫

煙
し
て
い
る
方
、
過
去
に
喫
煙
し
た
こ
と

が
あ
る
方
に
対
し
て
職
員
が
肺
年
齢
測
定

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
肺
年
齢
と
は
肺
が

年
齢
相
応
の
働
き
を
し
て
い
る
の
か
確
認

す
る
た
め
の
指
標
で
す
。
会
員
は
対
象
の

住
民
に
声
を
か
け
、
判
定
に
必
要
な
項
目

を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま
す
。

③
野
外
研
修

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
地
域
を
知

り
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
年

に
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
“
那

須
野
が
原
開
拓
の
歴
史
を
学
ぶ
”
と
題
し
、

約
８
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

④
研
修
会

令
和
元
年
度
は
「
特
定
健
康
診
査
に
つ

い
て
」「
目
の
健
康
に
つ
い
て
」「
糖
尿

病
の
予
防
に
つ
い
て
」
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
や
講
師
に
つ
い
て
も
役
員
会
で
選

定
・
決
定
し
て
い
る
た
め
、
毎
回
熱
心
に

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

⑤
健
診
受
診
の
勧
め

家
族
や
知
人
な
ど
に
健
診
受
診
を
勧
め

る
声
掛
け
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

⑥
育
児
教
室
で
の
託
児

５
～
８
か
月
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母

さ
ん
方
が
講
話
を
聴
い
て
い
る
間
に
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
な
が
ら
託
児

を
し
、
安
心
し
て
講
話
を
聴
け
る
環
境
を

作
っ
て
い
ま
す
。

♦
今
後
の
展
望

地
区
組
織
活
動
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
・
活
用

が
で
き
、
健
康
づ
く
り
事
業
の
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区

①結果説明会案内ちらしの配布

③野外研修

②肺年齢測定の受付
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REPORT
リポート

保
険
料
（
税
）
徴
収
事
務
担
当
者

研
修
会
（
基
礎
編
）

令
和
2
年
8
月
7
日
（
金
）
本
会
9
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、「
令
和
2
年
度
保
険
料
（
税
）

徴
収
事
務
担
当
者
研
修
会
（
基
礎
編
）」
を
開

催
し
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
事
務

に
従
事
す
る
市
町
職
員
等
28
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
予
防
の
観
点
よ
り
人
と
の
距
離

を
空
け
、
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
を
間
に
置
く
な
ど

の
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
っ
た
。

講
師
に
は
、
昨
年
と
同
様
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ロ
ー
カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
副
理
事
長
の
川
井 

幸
生
氏
を
迎
え
、「
債
権

の
調
査
と
資
格
の
適
正
化
」
と
題
し
て
「
債
権

の
調
査
に
つ
い
て
」「
滞
納
者
の
資
格
喪
失
処

理
に
つ
い
て
」「
そ
の
他
具
体
的
な
事
例
に
つ

い
て
」
の
3
点
を
中
心
に
基
礎
的
な
知
識
を
深

め
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
初
め
に
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
保
険
料
（
税
）
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
例
年
の
徴
収
と
は
大
き
く
異
な
る

と
い
う
。
減
免
の
対
象
者
は
前
年
度
所
得
が

一
千
万
円
以
下
の
人
、
更
に
四
百
万
円
以
下
で

2
月
か
ら
の
期
間
で
、
ひ
と
月
で
も
前
年
度
の

収
入
と
比
べ
30
％
を
下
回
る
場
合
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
っ
た
。

該
当
幅
は
広
い
が
、
確
定
申
告
も
れ
等
の
申

請
書
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
減
免
対
象
か
ら
外

れ
て
し
ま
う
た
め
、
申
請
の
際
に
は
必
ず
申
告

状
況
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
こ
と
。
滞
納
者
の
多
く
は
、
確
定
申
告

を
し
て
い
な
い
と
の
理
由
か
ら
減
免
対
象
者
か

ら
外
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
滞
納
者
か
ら
で
も
定

め
ら
れ
た
保
険
料
の
徴
収
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
支
払
え
な
い
滞
納
者
か
ら
は
差
押
を

行
っ
て
徴
収
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
説
明
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
国
民
健
康

保
険
料
の
滞
納
整
理
業
務
に
つ
い
て
窓
口
や
電

話
対
応
に
つ
い
て
講
師
の
川
井
氏
の
所
属
す
る

横
浜
市
で
の
実
例
を
交
え
た
説
明
が
あ
り
、
更

に
債
権
の
調
査
と
差
押
の
流
れ
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
を
使
用
し
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

川
井
氏
は
「
市
民
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
行

政
」
や
「
お
も
て
な
し
の
心
」
と
は
、
必
要
・

適
正
な
判
断
の
た
め
に
相
手
方
の
話
を
よ
く
聴

き
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
丁
寧
に
正
確
に
伝

え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
滞
納
者
の
主
張
を
一
方

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
。
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
自
発
的
に
納
付
し
て
い
る
多

く
の
納
付
者
の
気
持
ち
を
汲
ん
だ
対
応
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
講
義
を
受
け
た
徴
収
事
務
担

特定非営利活動法人　ローカルガバメント・ネットワーク

川
かわ

井
い

 幸
ゆき

生
お

副理事長

講師プロフィール （令和2年8月時点）

【主な職歴】
　平成15年総務省自治大学校税務専門課程徴収コースの設立
に参加し、以後研修講師を務める。
　北海道、宮城県、長野県、新潟県、山梨県、滋賀県、三重県、
奈良県、高知県、愛媛県、福岡県、長崎県、宮崎県、大分県、
鹿児島県など多くの自治体の研修会で講師を務める。

ソーシャルディスタンスを保ちながらの受講

当
者
た
ち
へ
強
く
訴
え
た
。

今
回
の
研
修
は
保
険
料
（
税
）
の
基
礎
的
な

知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
受
講
者
た
ち
か
ら

は
継
続
的
な
開
催
を
望
む
声
が
多
く
上
が
る
、

実
り
あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。
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令
和
2
年
度
国
保
事
務
担
当
職
員

研
修
会

9
月
10
日
（
木
）、
本
会
9
階
大
会
議
室
に

お
い
て
「
令
和
2
年
度
国
保
事
務
担
当
職
員
研

修
会
」
を
開
催
し
、
市
町
担
当
職
員
（
33
名
）

が
参
加
し
た
。
研
修
会
の
開
催
に
お
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
（
検
温
の

実
施
、
換
気
の
実
施
等
）
を
実
施
し
た
う
え
で

開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
特
別
講
演
と
し
て
、
栃
木
県
保

健
福
祉
部
国
保
医
療
課
の
福
田
智
紀
氏
に
よ
る

「
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。

国
保
制
度
改
革
の
背
景
を
は
じ
め
、

2
0
2
1
年
度
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
概
要

や
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
改
定
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
栃
木
県
の
助
言
者
を
迎
え
、「
保

険
給
付
」
及
び
「
資
格
得
喪
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
分
科
会
を
開
催
し
、
市
町
か
ら
事
前
に
提
出

さ
れ
た
事
務
処
理
に
係
る
議
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
栃
木
県
の
講
演
を
通
じ
、

国
保
の
現
状
と
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
分
科
会
を
通
じ
、
他
市
町
に
お
け
る
実
務
上

の
課
題
や
対
応
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
栃
木
県
か
ら
の
助
言
を
今
後
の
業
務
に
活
か

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
実
り

あ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

特別講演を行う福田氏

分科会の様子

【研究講座（分科会）の議題一覧】
○第１分科会「保険給付」

議題①　療養費支給適正化について
議題②　労働災害に起因する診療について
議題③　傷病手当金の申請について

○第２分科会「資格得喪」
議題①　国民健康保険法第 116 条の 2（長期入院・入所中の住所地特例）の適用について
議題②　協会健保等の被保険者資格の喪失日が将来日である者に係る手続きについて
議題③　国保加入期間が短い場合の国保資格の取得について
議題④　国民健康保険加入手続きについて
議題⑤　転出喪失者に対する保険証の回収基準について

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」23



ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線
柚子たっぷり
生活のすすめ

国保経験年数
1 年 6 か月

【私の街自慢】　
　私が住む宇都宮市の上河内地区は人より柚子の木が多い…かもしれないくらい柚子が有名
な地区です。ほかには３５０年以上歴史のある祭り「梵天祭」が有名です。地域総出のイベ
ントも多く年中楽しく生活できます。温泉もあるので疲労が溜まっている方やご興味ある方
はぜひ来てください。私が案内させていただきます！

【趣味・特技】
　趣味はラーメン屋巡りです。自粛生活が終わったら遠出して有名店にいきたいと思います。
特技はスタンプの早押し、日々の業務のなかで身に付けました。

【健康法・ストレス解消法】
　柚子風呂に入ること。冬至以外にも時々入ります。もちろん地元産の柚子を使ってです。
私の健康のためにも地元の柚子は欠かせません！

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　病院にいかない健康体なので健康保険の制度や仕組みについては全く分かりませんでした。
日々の業務の中から習得していき健康保険の大切さを感じています。

【最近気になること】
　暖かい時期は虫に刺されることが多いので対策方法が気になります。自然が豊かなので刺
される回数も少し多めです（虫除けに柚子は効かないですかね…）。

宇都宮市
保険年金課収納グループ

平
ひら

野
の

友
ゆ

希
き
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

国保経験年数
5 カ月

国保経験年数
9 カ月

【私の街自慢】　
　自然豊かな緑あふれる町。春には芝ざくら公園の花が満開となり、休日のおすすめスポッ
トです。道の駅サシバの里いちかいに立ち寄りながら、是非遊びに来てください！　

【趣味・特技】
（大）趣味　食べ歩き　おいしいお店を見つけたときは幸せです。
（濵）映画鑑賞です。最近は子育て中なので、なかなか映画館へ行けなくなりました…。　

【健康法・ストレス解消法】
（大）健康法　毎日腹筋する事を心掛ける　ストレス解消法　おいしいものを食べる事
（濵）週1のママさんバレーです。体を動かして、汗をかいて、ストレス解消しています。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
（大）レセプト点検を担当しています。診療点数早見表と薬効・薬価、検査の本を見ながら、

分からないことを調べ、じっくりと取り組んでいます。日々勉強です。
（濵）国保の制度・手続きなど覚える事が多く、周りの方々にフォローしていただきながら、

業務に取り組んでいます。住民の方々に安心感を与えられるように、これからも努力
していきたいと思います。　

【最近気になること】
（大）最近、キャンプや登山が気になります。自然に触れてリフレッシュできたらと思って

います。
（濵）子供がサッカーをしているので、サッカーの事についてもっと知ろう！と思っている

のですが、思っていた以上にサッカーって難しいんだな…と苦戦しているところです。

市貝町　町民くらし課
国保年金係

市貝町　町民くらし課
国保年金係

濵
はま

野
の

由
ゆ

希
き

大
おお

橋
はし

裕
ゆう

紀
き

スポーツでリフレッシュ！
上手にストレス解消！！
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体を動かして
リフレッシュ！

国保経験年数
6 カ月

【私の担当部署紹介】　
　審査課では、毎月医療機関等から提出される診療報酬明細書の審査を行っています。
また、私の所属する第二担当では、風しん対策に係る請求の支払い事務も行っています。

【趣味・特技】
　最近は料理にハマっています。レパートリーはまだまだ少ないですが・・・(笑)

【健康法・ストレス解消法】
　一歩も歩かない日を作らないよう、休日も一日中家でゴロゴロするのではなく外を歩く
ように心がけています。私にとって、体を動かしている時間が一番のストレス解消法です。

【国保連合会に入会しての印象】
　温かい雰囲気の職場だと思いました。業務に関することで分からないことがあれば皆さん
優しく教えてくださいます。このような環境で働くことができ、幸せに感じています・・・！

【最近気になること】
　おいしいものを食べることが好きなのですが、職場の近くにはたくさんの飲食店があるの
で気になっています！最近はオリオン通りのおしゃれなカフェに行ってみたいと思っていま
す。　

栃木県国民健康保険団体連合会
審査課　審査第二担当
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ハトムギのジェラート
シングル350円～

今回より新企画としてスタートした “ホッとひと息 道の駅” では、地方の特色や個性
が現れる栃木県内の道の駅をご紹介いたします。

第一回目は小山市にある「道の駅 思川」に立ち寄りました。道の駅内には
地域で採れた野菜や加工品が販売されている物産展などが立ち並び、外は大
きな広場やテーブルで買ったものが食べられるような休憩スペースとなって
います。

また、「レストラン さくら」では小山市内で育った豚「おとん」を使用した
おとんカレーや、珍しいナマズかつ丼、ハトムギラーメンなど地域の特産がふ
んだんに盛り込まれた食事が楽しめます。県内でも人気の道の駅ということで、
平日でも多くの人が訪れていましたが、周りとの距離を気にせずそれぞれが休
憩できるスペースが多く確保されており、来客者の距離間は保たれていた印象
です。

そんな道の駅思川の中で、筆者が特におすすめしたいのが、物産展の奥にあ
る「アイス工房 カウベル」のジェラートです。１０種類以上並ぶ種類豊富なジェ
ラートの中でも、店員の方のおすすめは栃木県産の牛乳と小山市産のハトムギ
を使用した「ハトムギのジェラート」です。小山市はハトムギの生産量が日本
国内でもトップクラスで、ジェラートにはそのハトムギの実が擦りこまれてお
り、麦の味が濃くて甘いおいしいミルクジェラートでした。果物を使ったジェ
ラートも人気とのことで今の時期は桃やマンゴーなどが季節限定となっていま
した！

最近は公共交通機関より車で移動する方も増えたと思いますが、運転には休
息も必要です。ぜひ、お近くの道の駅にホッとひと息つきに訪れてみてはいか
がでしょうか？ 

営業時間 9：00 ～ 18：00

※新型コロナウイルスの影響により各店舗営業時間に
変更がある場合がありますのでご注意ください。

〒 323-0065　小山市下国府塚 25-1

「道の駅 思
おもい

川
が わ

」
4

4

50
50

33

36
小
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駅
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水戸線

岩船小山バイパス
●穂積小

県南体育館●

小山大橋

下野新聞社　●

美田中●

寒川小●

●いすゞ

おとんカレーのナマズカツのせ
800円（税抜） 　1,130円（税抜）

はと麦とろろ汁ラーメンとミニ丼セット
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本会では、栃木県内市町国保の特定健診受診率向上を支援するため、パンフレットやポスターの作成、
横断幕の掲出や受診勧奨グッズの配布など様々な広報を推進しています。

今年度については９月に特定健診受診勧奨ＣＭを作成いたしました。１０月初旬に本会ホームページへ
掲載を予定しておりますので、ぜひご覧ください。

栃木県内保険者の皆様にはＣＭ動画データの提供も行っております。ご利用の際には本会保険者支援課
までお問い合わせください。
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